
  

 

平成２６年度第２回「東山の未来」区民会議 

 

日時 平成２７年３月１７日（火） 

 １５時～ 

場所 東山区役所３階大会議室 

 

次     第 

 

１ 開  会 

 

２ 挨  拶 

 

３ 報告事項 

（１）東山区基本計画の進ちょくについて  ｐ１ 

 

（２）平成２６年度実施事業の進ちょくについて   

  ① 平成２６年度東山区まちづくり支援事業について  ｐ２ 

  ② 東山区教育フォーラムについて  ｐ６ 

  ③ まちづくりカフェ＠東山について 

  ④ お地蔵さん・地蔵盆ブックレットの発行について ｐ７ 

 

（３）平成２７年度東山区区民提案・共汗型まちづくり支援事業 

   について  ｐ８ 

 

（４）プロジェクト型事業について  ｐ１０ 

 

４ そ の 他 

 （１）東山区のキャッチフレーズについて  ｐ１４ 

 

 （２）委員の改選について 

 

５ 閉  会 



－１－ 

報告事項１ 東山区基本計画の進ちょくについて 

 

１ 東山区基本計画「東山・まち・みらい計画２０２０」について 

  ２０１０年までの１０年間を計画期間とする第１期東山区基本計画に続く 

第２期の計画。２０１１年度（平成２３年度）から１０年間が計画期間。 

 

２ 東山区基本計画前期推進プログラムについて 

  東山区基本計画の推進を着実に行うため策定。平成２４年３月に策定し， 

実施期間は平成２６年度末までの約３年間。 

  「東山・まち・みらい計画２０２０」で掲げている６９項目の取組項目の 

うち，２０項目の重点取組項目を最優先に推進することとした。 

 

３ 区基本計画の進ちょく状況の確認方法について 

  各局及び区役所各室・課に区計画の取組項目を提示し，該当事業の進ちょ 

 く状況について確認した。 

 

４ 区基本計画の進ちょく状況について 

  各取組項目について，進ちょく状況を未着手，継続中，完了の３つに分類 

 した。結果は以下のとおり。進ちょく状況の詳細は別紙「東山区基本計画を 

 推進する事業の進ちょく状況一覧」のとおり。 

  なお，各取組項目に該当する複数の事業がそれぞれ異なる進ちょく状況で 

 あった場合（例えば一方が「継続中」，もう一方が｢完了｣），１つ以上の事業 

 が「継続」に該当している場合は，「継続」に分類した。 

（１）取組項目全体（６９項目） 

  ・ 継続中       ６６項目（９６％） 

  ・ 完了（事業終了）   ３項目 （４％） 

  ・ 未着手        ０項目 （０％） 

（２）重要取組項目重要取組項目重要取組項目重要取組項目（（（（２０２０２０２０項目項目項目項目））））    

  ・  ・  ・  ・ 継続中       継続中       継続中       継続中       １９１９１９１９項目項目項目項目（（（（９５９５９５９５％）％）％）％）    

  ・   ・   ・   ・ 完了完了完了完了（（（（事業終了事業終了事業終了事業終了）   ）   ）   ）   １１１１項目 項目 項目 項目 （（（（５５５５％）％）％）％）    

  ・   ・   ・   ・ 未着手        未着手        未着手        未着手        ００００項目 項目 項目 項目 （（（（００００％）％）％）％）    

    



報告事項２ （１）東山区まちづくり支援事業について 

 

１ 課題解決型事業 

  事業名 団体名 事業概要 

1 

六原学区にお

ける空き家活

用啓発事業 

六原学区自治

連合会 

学区内の建物が適切に維持管理され，空き家が放置されな

い環境をつくることを目的に，空き家所有者に対する調査

及び空き家の課題や活用に関する啓発活動を行う。 

・六原フェスタにおける啓発パネルの展示及び無料相談会

（10/26） 

・住まいの応援談開催（11/11，2/26） 

・空き家活用意向アンケート調査及び所有者相談 

2 

東山「本とま

ち」プロジェク

ト 

東山・図書館チ

ーム 

「本とまち」をキーワードとして，世代を超えたネットワ

ークを構築することを目的に，東山図書館など区内各所で

テーマ展示やビブリオバトル（参加者がそれぞれ面白い

と思う本を紹介し，観戦者による投票数を競うブックイ

ベント）などを実施し，本や読書を通じて多くの人が交流

できる機会を区内で展開する。 

・ 東山図書館でのテーマ展示（毎月更新） 

・ 京女図書基地・東山出張所開催（6/26） 

・ 太閤まつりにおけるポスター展示（9/13～15） 

・ 全国学生ビブリオバトル予選会開催（10/19） 

・ 第２回東山ブックフェスタ開催（2/1） 

3 

豊かな自然や

歴史を堪能で

きる散策コー

スの創出 

白川を創る会 

白川をはじめとして魅力的な観光資源を有する地域の魅

力を住民が再認識するとともに，地域外へ発信していくこ

とを目的に，自然と歴史を堪能できる散策コースづくり及

び散策イベント等を行う。 

・ 白川あかり茶の湯めぐり開催（9/20） 

・ 秋の白川清掃実施（10/4） 

・ 先進事例（奈良市）の学習会（11/8） 

4 
赤ちゃんクラ

ブ事業 

学校法人泉涌

寺学園泉山幼

稚園 

東山区南部地域を中心に，子育ての楽しさを実感してもら

うこと，子育て中の親の仲間作りを支援することを目的

に，産後ボディケア，親子ヨガ教室を実施するほか，子育

てに係る講演会を開催する。 

・ おたのしみ赤ちゃんクラブ開催（3/7） 

5 

高齢者の見守

り相談と居場

所づくり 

三条まちづく

り協議会 

三条鴨東地域の高齢者を地域ぐるみで見守る仕組み作り

をすることを目的に，福祉分野の関係機関とも連携し，高

齢者が外出するきっかけ作りとなる多彩なイベント等を

企画・実施する。 

・ 見守り・相談活動（２か月に１回程度） 

・ 認知症に関する講演会（9/26） 

・ 高齢者の見守り・相談・交流会（12/7,2/8） 

 

  

－２－ 



六原学区における空き家活用啓発事業 

住まいの応援談（１１／１１，２／２６） 

東山「本とまち」プロジェクト 

第２回東山ブックフェスタ（２／１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊かな自然や歴史を堪能できる散策コースの創出 

秋の白川清掃（１０／４） 

豊かな自然や歴史を堪能できる散策コースの創出 

先進事例（奈良市）の学習会（１１／８） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢者の見守り相談と居場所づくり 

認知症講演会（９／２６） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

－３－ 



 

２ 自由提案型事業 

  事業名 団体名 事業概要 

1 

スマイルミュ

ージックフェ

スティバル事

業 

特定非営利活

動法人 

音の風 

出演者も来場者も共に音楽を楽しむことで，障害のある方

の音楽活動の場を広げることを目的に，東山区内の障害の

ある方を中心とした音楽事業である「スマイルミュージッ

クフェスティバル」等のイベントを開催する。 

・ 東山区民ふれあいひろば出演（5/25） 

・ 貞教福祉まつりに出演（11/１） 

・ スマイルミュージックフェスティバル開催（3/1） 

2 

東山区発の，ダ

ンスによる子

ども育成を通

した地域力創

造プログラム

２０１４ 

ＮＰＯ法人 

ジャパン・コン

テンポラリー

ダンス・ネット

ワーク 

ダンスを通じて心身ともに健康な｢生きる力｣を蓄えた子

どもたちを育成することを目的に，区内の子どもを対象

に，ダンスアーティストや音楽家を招き，ワークショップ

及び公演等を実施する。 

・京都市三条学童保育所・放課後ほっと広場 交流夏祭

り出演（8/2） 

・三条まちづくりフェスタ 2014 に出演（11/2） 

・東山開睛館育成学級での 1日ダンス授業(3/6) 

3 
京都東山南

部・太閤祭り 

東山南部地域

活性化委員会 

東山南部地域の活性化を目的に，京女茶道部による豊国神

社でのお茶席や、近隣寺社の特別拝観(半額)の実施、大和

大路でのテントで陶磁器の展示即売会、轆轤体験、利き酒、

アートパフォーマンス等のイベントを実施。 

・ 太閤まつり開催（9/13～15） 

4 
宮川町夏まつ

り 

宮川町地域振

興会 

市の無形文化遺産にも登録された「花街の文化」の魅力を

発信することを目的に，綾傘鉾の巡行，芸妓・舞妓による

もてなしと舞踊の披露（宮川町ビアガーデン）等のイベン

トを実施する。 

・ 宮川町夏祭り開催（７～８月） 

5 
東山広報プロ

ジェクト 

東山 アーティ

スツ・プレイス

メント・サービ

ス実行委員会 

東山区の活性化を目的に，８月７日～１０日に開催される

六道まいりと同時期に開催される周辺地域のイベントを

広報する。また，期間中に芸術家による光のワークショッ

プを行う。 

・ 地域のイベント広報のためのうちわ作成 

・ 光のワークショップ「アイス大作戦 ～３０秒で手に

入れろ！～」開催（8/8，10） 

6 

天才アートミ

ュージアム・新

道アトリエの

活用拡大事業 

特定非営利活

動法人 障碍

者芸術推進研

究機構 

障害のある人の絵画作品の研究・紹介等を通じて障害のあ

る人とない人の交流や区民への啓発を推進する。 

・ 作品画像のデータベース構築のための高画質カメラに

よる作品撮影作業に着手（１０月～） 

 

－４－ 



スマイルミュージックフェスティバル事業 

スマイルミュージックフェスティバル（３／１） 

東山区発の，ダンスによる子ども育成を通した

地域力創造プログラム２０１４ 

学童夏祭りでの発表（８／２） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都東山南部・太閤祭り 

今様（９／１４） 

宮川町夏まつり 

舞踊ステージ（８／１～１５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東山広報プロジェクト 

地域のイベント広報のためのうちわ作成 

天才アートミュージアム・新道アトリエの活用拡大事業 

作品画像のデータベース構築のための作品撮影作業 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

撮影：草本利枝 

－５－ 



 

報告事項２－（２） 東山区教育フォーラムについて 

 

１ 日時 

  平成２６年１１月２１日 午後６時３０分～８時３０分 

２ 場所 

  東山区役所 ３階 大会議室 

３ 内容 
（１）講演 
  ① テーマ 「支えあう子どもたちに学ぶ」～東日本大震災を通して教育 
         を考える～ 
  ② 講 師 文部科学省初等中等教育局 教育課程課 教科調査官 長田 
        徹 氏 

（２）パネルディスカッション 
  ① テーマ 東山を担っていく子どもたちを育てるために 
  ② パネリスト 
    長田徹氏，村岡東山泉小中学校校長，鷲頭東山区長 
  ③ コーディネーター 
    初田東山開睛館校長 

 ※ 司会は，子ども育みサポーターの藤内純一氏 

４ 参加者 

  ９８人 

 
司会の藤内氏 

講演の様子１ 講演の様子２ パネルディスカッション 

アンケートから 

１ 長田氏の講演 

 ・ 「学校は地域に浮かぶ船」。内容は感動的でした。学校と地域の繋がりこそ肝要 

  だと感じました。 

 ・ 他人のことを思える子どもたちの力が子どもたちの心の中に育っているというこ 

  と。学校，地域，先生，住民，学生，生徒，すべての輪がパワー。 

 ・ 講演の内容の一言一言が重たく胸に響きました。“支え合う”という言葉の意味 

  や尊さについて深く感銘しました。 

２ パネルディスカッション 

 ・ １０年後の話は印象に残った。地域はその場その場の社会情勢に流されやすい。 

  先を見据えることと主体性が大事だと改めて感じる機会になった。 

 ・ ２校になったコンパクトさを生かす教育。地域に対する思いが学校を支えている。 

  自分の住んでいるところの良さに気づくことが大切。 

－６－ 



－７－ 

（広報資料）                     平 成 ２ ７ 年 ３ 月 １ ２ 日 

                           東 山 区 役 所 

                           （地域力推進室 電話 561-9105） 

 

 

 

 

 

  

 平成26年11月，次世代へ継承すべき貴重な民俗行事であるとして，「京の地蔵盆－地域

と世代をつなぐまちの伝統行事」が”京都をつなぐ無形文化遺産”に選定されました。 

 東山区役所では，この機会にお地蔵さんや地蔵盆のことをより多くの方に知っていただ

けるよう，京都女子大学家政学部生活造形学科の江口ゼミの３回生の皆さんの御協力のも

と，お地蔵さんや地蔵盆の歴史と意義等についてわかりやすく紹介する冊子「お地蔵さん

の物語～お地蔵さんと地蔵盆のお話～」を作成しましたので，下記のとおりお知らせしま

す。 

記 

 

１ タイトル  

 「お地蔵さんの物語～お地蔵さんと地蔵盆のお話～」  

２ 仕様 

  A５サイズ，オールカラー６０頁 

３ 発行部数 

  ３，０００部  

４ 配布場所 

  東山区役所等 

５ 特 徴 

 ・ 大人の方だけではなく，地域の伝統文化やまちづくり 

  の未来の担い手であるお子さまたちにもお読みいただけ 

  るよう，見開きの左側を大人向け，右側をふりがなと親 

  しみやすいイラストのついたお子さま向けのページとし 

  ました。 

 ・ お地蔵さんのイラストは，京都女子大学家政学部生 

  活造形学科の江口ゼミの３回生の皆様に御協力いただ 

  きました。  

６ その他 

  東山区では，「地域の魅力再発見」と称して，区内の知られざるスポットを訪ねる「ま

ち歩きツアー」や，区内にたくさんある「お地蔵さん」についての講演会等を実施して

おり，今後も東山区における歴史や文化等に関する様々な情報を発信していきます。 

「「「「おおおお地蔵地蔵地蔵地蔵さんのさんのさんのさんの物語物語物語物語～～～～おおおお地蔵地蔵地蔵地蔵さんとさんとさんとさんと地蔵盆地蔵盆地蔵盆地蔵盆のおのおのおのお話話話話～」～」～」～」の 

作成について 

【表紙】 

【見開き】 

報告事項２－（４） お地蔵さん・地蔵盆ブックレットの発行について 
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に

関 関関関
す

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
す

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
す

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
す

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
「

だ
れ

も
が
観
光
を
楽
し
め
る
ま
ち
東
山
」
を
実
現
す
る
た
め
，
地
域
や
大
学
と
連
携
し
，

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

ツ
ー

リ
ズ

ム
の

更
な

る
推

進
を

図
る
。

平
成
２
７
年
度
は
，
「
東
山
観
光
支
援
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
や

平
成
２
６
年
度
に
新
た
に
開
校
し
た
「
東
山
お
も
て
な
し
学
校
」

等
の
枠
組
み
を
活
用
し
，
高
齢
者
や
障
害
者
，
外
国
人
の
観
光

客
に
関
す
る
多
彩
な
講
習
会
を
実
施
す
る
な
ど
，
区
民
ぐ
る
み

の
お
も
て
な
し
力
の
向
上
に
取
り
組
む
。

３ ３３３
手 手手手

し
ご

と
し

ご
と

し
ご

と
し

ご
と

職
人

職
人

職
人

職
人

に ににに
関 関関関

す
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

す
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

す
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

す
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

こ
れ

ま
で
行
っ
て
き
た
職
人
の
現
状
調
査
や
手
し
ご
と
の
魅
力
の
発
信
か
ら
，
集
積
し
て
き
た
デ
ー
タ
を
用
い
，

職
人

同
士

の
情

報
共

有
を

図
り

，
職

人
の

情
報

を
発

信
す

る
職

人
デ

ー
タ

べ
ー

ス
を

運
用

す
る

ほ
か

，
手

し
ご

と
活

性
化

の
た

め
の

サ
ミ

ッ
ト

や
多

彩
な

イ
ベ

ン
ト

を
開

催
す

る
。

（
１
）
職
人
同
士
の
情
報
共
有
を
図
る
と
と
も
に
，
手
づ
く

り
の
品
を
求
め
て
い
る
方
々
の
た
め
に
，
簡
単
に
素
材

別
・
技
法
別
等
で
検
索
で
き
る
「
職
人
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

を
運
用
し
，
職
人
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
図

る
と
と
も
に
，
幅
広
く
情
報
を
発
信
す
る
。

（
２
）
後
継
者
不
足
な
ど
の
課
題
を
多
く
の
方
に
発
信
し
，

職
人
の
未
来
に
つ
い
て
考
え
る
サ
ミ
ッ
ト
や
手
し
ご
と

の
活
性
化
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
。
開
催
に
あ
た
っ
て
は
，
参
加
者
が
職
人
の
手
作
業
を
見
学
す
る

だ
け
で
な
く
，
自
ら
手
し
ご
と
体
験
で
き
る
内
容
を
盛
り
込
む
な
ど
，
よ
り
多
彩
で
魅
力
あ
る
内
容
を
検
討
し

て
い
く
。

（
３
）
職
人
の
現
状
を
更
に
多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
，
好
評
を
得
て
い
る
「
弾
丸
ツ
ア
ー
」
を
拡
大
・
継

続
し
て
開
催
す
る
。

東
山

区
が

抱
え

る
課

題
の

解
決

に
資

す
る

事
業

・
区

基
本

計
画
に
定
め
る
２
０
の
重

点
取
組
項
目
の
推
進
に
資
す
る

事
業

・ ・・・
子

育
子

育
子

育
子

育
て

・
て

・
て

・
て

・
教

育
環

境
教

育
環

境
教

育
環

境
教

育
環

境
の ののの

向
上

向
上

向
上

向
上

に ににに
資 資資資

す
る

す
る

す
る

す
る

取
組

取
組

取
組

取
組

Ｎ
Ｅ

Ｗ
！

Ｎ
Ｅ

Ｗ
！

Ｎ
Ｅ

Ｗ
！

Ｎ
Ｅ

Ｗ
！

・ ・・・
防

犯
力

防
犯

力
防

犯
力

防
犯

力
・ ・・・
防

災
力

防
災

力
防

災
力

防
災

力
の ののの

向
上

向
上

向
上

向
上

に ににに
資 資資資

す
る

す
る

す
る

す
る

取
組

取
組

取
組

取
組

Ｎ
Ｅ

Ｗ
！

Ｎ
Ｅ

Ｗ
！

Ｎ
Ｅ

Ｗ
！

Ｎ
Ｅ

Ｗ
！

助
成

対
象

経
費

の
４

分
の

３
以

内
又

は
５

０
万

円
の

い
ず

れ
か

低
い

額
を

助
成

地
域

の
魅

力
を

高
め

る
事

業
又

は
地

域
の

活
性

化
に

つ
な

が
る

事
業

助
成

対
象

経
費

の
２

分
の

１
以

内
又

は
５

０
万

円
の

い
ず

れ
か

低
い

額
を

助
成

１
区

民
提

案
型

事
業

課
題

解
決

型
事

業
・
自

由
提

案
型

事
業

課
題

解
決

型
事

業

自
由

提
案

型
事

業

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

型
事

業
（
２

，
２

５
０

千
円

）
（
３

，
５

９
０

千
円

）

※
他

に
地

域
の

安
心

安
全

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

支
援

事
業

（３
３

０
千

円
）

平
成

２
７

年
度

東
山

区
区

民
提

案
・

共
汗

型
ま

ち
づ

く
り

支
援

事
業

予
算

（
案

）
東

山
区

予
算

額
１

３
，

８
２

０
千

円
一

般
財

源
１

３
，

３
４

０
千

円
特

定
財

源
（

Ｈ
Ｐ

バ
ナ

ー
広

告
）

４
８

０
千

円
東

山
シ

ン
ボ

ル
マ

ー
ク

職
人

弾
丸

ツ
ア

ー
職

人
サ

ミ
ッ

ト

「
車

い
す

体
験

講
習

会
」

「
観

光
案

内
で

使
え

る
英

会
話

講
習

会
」

ま
ち

づ
く
り

活
動

の
芽

を
力

強
く
支

援
す

る
た

め
新

設
。

比
較

的
小

規
模

な
事

業
（
事

業
規

模
が

概
ね

１
５

万
円

以
下

）
に

つ
い

て
，

高
率

で
助

成
（
１

年
限

り
）
。

助
成

対
象

経
費

の
１

０
分

の
９

以
内

又
は

１
０

万
円

の
い

ず
れ

か
低

い
額

を
助

成

小
規

模
事

業
小

規
模

事
業

小
規

模
事

業
小

規
模

事
業

Ｎ
Ｅ

Ｗ
！

Ｎ
Ｅ

Ｗ
！

Ｎ
Ｅ

Ｗ
！

Ｎ
Ｅ

Ｗ
！

※
そ

の
他

ま
ち

カ
フ

ェ
事

業
（

「
ま

ち
づ

く
り

カ
フ

ェ
＠

東
山

」
の

参
加

者

相
互

が
協

働
し

て
行

う
事

業
）
も

継
続

し
て

支
援

（
助

成
対

象
経

費
の

１
０

分
の

１
０

以
内

又
は

５
万

円
の

い
ず

れ
か

低
い

額
を

助
成

）

報
告

事
項

３
平

成
２

７
年

度
東

山
区

区
民

提
案

・
共

汗
型

ま
ち

づ
く
り

支
援

事
業

に
つ

い
て

－
８

－



（
１

）
東

山
区

の
魅

力
発

信

（
２

）
安

心
安

全
の

ま
ち

の
推

進

２
共

汗
型

事
業

事
業
名

事
業
概
要

平
成
2
6年

度
の
取
組

魅
力
再
発
見
！
歩
い
て
楽

し
む
東
山

（
25
0千

円
）

東
山
の
歴
史
や
文
化
，
産
業
等
の
魅
力
を
体
験
で
き
る
ま
ち
歩
き
コ
ー

ス
の

開
発
の
ほ
か
，

地
域

の
地

蔵
盆

の
振

興
を

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
活

性
化

に
つ

な
げ

る
た

め
，

２
６

年
度

中
に

作
成

す
る

「
お

地
蔵

さ
ん

・地
蔵

盆
ブ

ッ
ク

レ
ッ

ト
」
を

活
用

し
た

講
習

会
（
７

月
頃

実
施

予
定

）の
開

催
等
，
東
山
区
の

さ
ら
な
る
魅
力
の
掘
り
起
こ
し
・
発
信
を
行
う
。

・
こ
ま
犬
や
地
蔵
，
東
山
の
地
理
や
歴
史
等
を
テ
ー
マ
に
，

区
内
の
隠
れ
た
名
所
を
巡
る
ま
ち
歩
き
ツ
ア
ー
及
び
地
域
で

の
講
演
の
実
施

・
「
京
都
を
つ
な
ぐ
無
形
文
化
遺
産
」
の
第
3号

に
選
定
さ

れ
た
「
京
の
地
蔵
盆
」
に
ち
な
み
，
「
お
地
蔵
さ
ん
・
地
蔵

盆
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
」
を
作
成

東
山
区
基
本
計
画
の
推
進

（
81
8千

円
）

京
都
市
「
東
山
の
未
来
」
区
民
会
議
の
運
営
，
中
期
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
策
定

・
京

都
市

「
東

山
の

未
来

」
区

民
会

議
の

開
催

（
11

月
，

3
月
）

区
政
情
報
の
発
信

（
1,
20
2千

円
）

区
来
訪
者
向
け
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
歩
い
て
楽
し
む
東
山
」
や
Fa
c
eb
o
ok
，

T
wi
t
te
r等

に
よ
る
情
報
発
信

・
区
内
大
学
へ
の
市
民
し
ん
ぶ
ん
区
版
の
配
架
（
５
月
～
）

・
区
Fa
ce
bo
o
kペ

ー
ジ
の
運
用
開
始
（
４
月
～
）

事
業
名

事
業
概
要

平
成
2
6年

度
の
取
組

「
安

心
安

全
の

ま
ち

東
山

」
の

推
進

（
1
5
0
千
円
）

区
民
，
警
察
，
消
防
，
区
役
所
が
連
携
し
，
高
齢
者
や
子
ど
も
の
安
全
，

防
災
等
「
安
心
安
全
の
ま
ち
東
山
」
の
実
現
に
取
り
組
む
（
社
協
，
民

協
，
自
主
防
災
会
等
と
の
意
見
交
換
会
，
す
こ
や
か
学
級
や
健
康
教
室

等
へ
の
防
犯
・
防
火
・
防
災
に
関
す
る
出
前
講
座
等
）
。

※
「
安
心
安
全
の
ま
ち
東
山
」
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
を
設
立

・
区

民
の

皆
様

へ
の

周
知

の
た

め
，

パ
レ

ー
ド

を
実

施
(
10
/
9)

・
民
生
児
童
委
員
を
対
象
と
し
た
講
習
会
を
実
施
(1
1
/1
2
)

つ
な
が
る
防
災
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
実
現
（
2
50
千
円
）

防
災

訓
練
，
防
災
研
修
会
，

防
災

を
キ

ー
ワ

ー
ド

に
し

た
ま

ち
歩

き
や

か
く

れ
川

マ
ッ

プ
の

作
成
，
地
域
連
携
に
よ
る
防
災
企
画
等
を
通
し
，
防
災
活

動
か
ら
地
域
・
世
代
・
知
識
・
情
報
を
つ
な
げ
る
。

・
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば
（
5/
25
）
，
京
都
サ
ン
ガ
区
民
デ
ー

（
10
/
11
）
等
で
学
生
と
連
携
し
た
防
災
啓
発
ブ
ー
ス
出
展

・
東
山
区
防
災
研
修
会
の
開
催
（
8/
4）

京
都

市
「
東

山
の

未
来

」
区

民
会

議
大

学
へ

の
区

版
の

配
架

地
蔵

ま
ち

あ
る

き
地

域
で

の
講

演

ふ
れ

あ
い

ひ
ろ

ば

防
災

研
修

会

安
心

安
全

パ
レ

ー
ド

（
３

）
人

づ
く

り
と

地
域

の
活

性
化

事
業
名

事
業
概
要

平
成
2
6年

度
の
取
組

「
子

育
て

・
教

育
の

ま
ち

東
山

」
の

推
進

（
3
0
0
千
円
）

東
山
開
睛
館
及
び
東
山
泉
小
中
学
校
を
は
じ
め
と
す
る
区
内
の
子
育

て
・
教
育
機
関
等
と
連
携
し
，
子
育
て
・
教
育
へ
の
区
民
の
関
心
を
高

め
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
等
を
通
じ
て
「
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
『
東

山
』
」
を
推
進
す
る
。

・
子
ど
も
育
み
サ
ポ
ー
タ
ー
，
小
中
一
貫
校
等
と
連
携
・

協
力

し
，

「
東

山
区

教
育

フ
ォ

ー
ラ

ム
」

を
開

催
（
11
/2
1）

区
民
ふ
れ
あ
い
事
業

（
4
,1
80
千
円
）

区
民
の
運
営
・
参
加
の
も
と
，
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば
等
の
事
業
を
実
施
す

る
。

平
成
２
７
年
度
は
，

「子
育

て
し

や
す

い
ま

ち
東

山
」の

コ
ン

セ
プ

ト
を

ふ
れ

あ
い

事
業

の
方

針
と

し
て

も
掲

げ
，

全
て

の
ふ

れ
あ

い
事

業
に

お
い

て
，

子
ど

も
・
子

育
て

世
代

に
対

す
る

内
容

を
充

実
さ

せ
る

。
(実

施
例
)

「
こ
ど
も
の
ま
ち
」
と
「
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば
」
の
融
合

こ
ど
も
文
化
財
鑑
賞
会
(親

子
鑑
賞
会
や
座
禅
・
説
法
体
験
) 
 等

・
ふ

れ
あ

い
ひ

ろ
ば

（
5/
2
5
）

，
文

化
財

鑑
賞

会
(1
0/
1
1)
，

ふ
れ
あ
い
作
品
展
（
11
/4
～
1
0）

，
ふ
れ
あ
い
こ
ど
も
の

ま
ち
（
2/
21
）
の
４
事
業
を
実
施

ま
ち
づ
く
り
カ
フ
ェ
＠
東

山
の
運
営

（
5
00
千
円
）

東
山
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
方
々
が
集
い
，
自
主
的
な
ま
ち

づ
く
り
活
動
を
行
う
た
め
の
交
流
や
情
報
発
信
を
行
う
。

・
交

流
会

を
５

回
，

チ
ー

ム
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
を

３
回

開
催

。
こ

ど
も

の
ま

ち

ま
ち

づ
く
り

カ
フ

ェ
＠

東
山

教
育

フ
ォ

ー
ラ

ム

充
実

充
実
充
実

充
実

新
規

新
規
新
規

新
規

充
実

充
実
充
実

充
実

新
規

新
規
新
規

新
規

充
実

充
実
充
実

充
実

－
９

－



－１０－ 

１ 地域の見守り支援プロジェクト 

 （１）目的 

    高齢者を地域住民全体で見守るセーフティーネットの構築を進めると 

ともに，高齢者と地域社会との交流を深め，地域の活性化のための取組を

行う。 

 

 （２）チームメンバー 

    山田健司京都女子大学准教授（生活福祉学科）をリーダーに，区社会 

福祉協議会，地域包括支援センター，地域介護予防推進センター，地域の

住民，大学生や区役所職員で構成 

 

 （３）主な実施内容 

   ① 高齢者等に対する買い物支援 

     今熊野学区内で，１人で買い物をするのが困難な方への支援（付き 

添い，買い物代行）を実施（買い物応援隊）。また，学区内の２箇所で

買い物中などに休憩できる場所を開設・運営（ほっぷ，じゃんぷ。じゃ

んぷは週１回） 

   ② ふれあいサロンの開設・運営 

     地域の方が気軽に交流できる場所として，貞教学区内の３箇所で開 

設・運営（ひだまり，お茶の間ハウス，しあわせの森。週１回） 

   ③ ＬＥＤ電球による地域相互見守り支援「ひかり・通信」の推進 

     区内で延べ１０３件設置（平成２７年２月末現在。継続８６件）  

     ※ 継続している件数の内訳 貞教学区４６件，六原学区２５件， 

今熊野学区１１件，清水学区４件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （４）活動の成果 

    区内の高齢者，とりわけ独居高齢者が，接点のある住民が少数である 

ことやその頻度も少ない，また近隣者の転居・入院・死亡等により孤立す

る傾向がある等，様々な課題を抱えていることが分かった。また，男性高

齢者の社会参加が課題であるとともに，元気な高齢者も多く，地域とつな

がることで支援が必要な方を支える人材になりうると感じた。 

 

 （５）今後の展望 

    報告事項３「平成２７年度東山区区民提案・共汗型まちづくり支援事 

業について」（８ページ）に記載のとおり 

報告事項４ プロジェクト型事業について 

ふれあいサロン 買い物支援 ひかり・通信 



－１１－ 

２ 観光支援コミュニティプロジェクト 

 （１）目的 

    車いすの介助や荷物の一時預かり等，ちょっとした親切や工夫で観光

客をおもてなしする店舗等が集まる観光支援コミュニティを運営。各参

加店舗でのおもてなしのほか，ユニバーサルツーリズムの推進に向けた

取組を実施 

 （２）チームメンバー 

   松高政京都産業大学准教授及び松高ゼミ 

 （３）主な実施内容 

   ① 京都・東山観光おもてなし隊の創設 

     当プロジェクトの趣旨に賛同いただける店舗等が集まり，平成２５

年４月に京都・東山観光おもてなし隊を創設 

※参加店数－平成２５年４月：２９店舗→平成２７年２月：４６店舗 

   ② 東山おもてなし学校 

     高齢者や障がい者，外国人観光客等，観光で困られることが多い方々

に対する心遣いを学ぶため，平成２６年１０月に開校。車いす体験講

習会や観光案内英会話講習会等を実施。今後も，アレルギーや視覚障

害等，多様な講習会を実施予定 

   ③ 観光客への車いすの貸出 

     「旅行先でも車いすを使いたい」というニーズに応えるため，東山

区社会福祉協議会や東山いきいき市民活動センター等，地域の関係機

関との協働により，平成２６年５月から観光客へ車いすの貸出を開始 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （４）活動の成果 

   ○ 地域と学生，行政とが協力し，ユニバーサルツーリズムの推進に取

り組んだ活動が評価され，平成２６年度に「近畿運輸局バリアフリー

推進化功労者表彰」及び「京都市ユニバーサルデザイン大賞」を受賞 

   ○ ツイッターのフォロワー数が１，０００を超えるなど、コミュニテ

ィの発信力が増し，認知が広がってきた。 

 （５）今後の展望 

    報告事項３「平成２７年度東山区区民提案・共汗型まちづくり支援事 

業について」（８ページ）に記載のとおり 

京都・東山観光おもてなし隊 東山おもてなし学校 車いす貸出事業 



－１２－ 

３ 手しごと職人のまち東山再発見プロジェクト 

 （１）目的 

    手しごとの価値や意義，重みを再発見し，こうした技術が集積する東 

山区の魅力を広く発信することを通じて，伝統的な手しごとの活性化と継

承に貢献する。 

 

 （２）チームメンバー 

   関本徹生京都造形芸術大学教授をリーダーに，地域の住民，大学生や 

区役所関係職員の参画によりチームを構成 

 

 （３）主な実施内容 

   ① 職人弾丸ツアー（伝統ルート，手技ルート，歴史ルートなど） 

     普段は見ることのできない，職人の工房を巡り，直接話を聞くツア 

ーを，プロジェクトとして，これまでに５回開催（延べ１６５人参加） 

   ② 職人データベース制作 

     手作りの品の素晴らしさの発信や，職人同士の情報共有のために， 

簡単に素材別（木，紙，食など）・技法別（描く，彫るなど）で検索で

きる職人データベースを制作 

   ③ 職人サミット 

     職人と参加者が手しごと職人の未来を考え，手しごと産業の活性化 

を図るためのワークショップをこれまでに３回開催（延べ１３７人参

加） 

 

 

 

 

                   

 

 

 

 （４）活動の成果 

   ①ヒアリング調査実施によるデータ構築 

   ②職人情報の幅広い発信 

   ③サミット宣言として，東山オリジナル商品 

    開発の第一歩 

 

 （５）今後の展望 

    報告事項３「平成２７年度東山区区民提案・共汗型まちづくり支援事 

業について」（８ページ）に記載のとおり 

職人弾丸ツアー 手わざ体験コーナー 職人サミット 

平成２６年度は東山職人３ＤＡ

ＹＳとして，手わざ体験（５７

人参加）や，元藤平陶芸跡地を

利用して，職人が製作した器で

飲み物や和菓子などを提供する

「職人 CAFE&BAR」なども実

施（２／１２～１４） 



－１３－ 

４ 空き家の活用促進プロジェクト 

 （１）目的 

    空き家発生の防止策及び空き家の活用促進に向け，各学区の空き家情 

報の把握，活用促進策の検討や持ち主へ活用促進を啓発する取組を行う。 

 

 （２）チームメンバー 

   井上えり子京都女子大学准教授（生活造形学科）をリーダーに，地域 

の住民，大学生や区役所関係職員の参画によりチームを構成 

 

 （３）主な実施内容 

   ① 空き家の実態調査 

     聞き取り調査や外見の老朽具合を確認するなどの調査を全学区で実 

施し，それぞれの地域の特徴等を比較したうえで，各学区への提案を行

う。 

   ② 「地域連携型空き家流通促進事業」の活用を検討する地域への支援 

     市の事業である標記制度の活用を希望する町内会等に対して，助言 

などの支援を実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （４）活動の成果 

・ 各学区の空き家状況の聞き取り調査を実施し，空き家の現状について

把握した。 

・ 空き家の調査を通して，地域に助言や提案を行うことで，地域連携型

空き家流通促進事業に取り組む学区が増加した。 

 

 （５）今後の展望 

    全学区の調査が終了し，京都市においても条例の施行など，空き家関 

連の制度整備が一定進んだことから，本プロジェクトは今年度をもって終

了する。 

空き家調査 

【京都市地域連携型空き家流通促進事業】 

 空き家に関する諸問題に取り組む町内会等

の地域の自治組織に対して，京都市がコーディ

ネーター（不動産事業者等の専門家）の紹介や，

取組に係る経費の助成を行う制度。東山区内で

は，六原学区，粟田学区，今熊野学区，有済学

区の 4 学区が活用 



－１４－ 

東山区東山区東山区東山区のキャッチフレーズについて のキャッチフレーズについて のキャッチフレーズについて のキャッチフレーズについて 

 

１ キャッチフレーズ案 

「「「「ゆっくりゆっくりゆっくりゆっくり流流流流れるれるれるれる時間時間時間時間がががが楽楽楽楽しいしいしいしい東山区東山区東山区東山区」 」 」 」 

 

２ 趣旨 

エネルギーや資源を大量に消費し，ゴミを大量に排出する大量生産・大量消

費型社会や，より速く・より遠くに・より便利になどを目指す高度経済成長型

社会の限界が見えてきた今日，日本を含むいわゆる先進国といわれる国々では，

これまでの消費・経済成長本位の社会における価値観やライフスタイルを見直

して，新たな価値観を生み出し，新たなライフスタイルに転換することが重要

な課題となっている。 

一方，東山区は，悠久の歴史が生み出した数多くの有形無形の文化財や山紫

水明の自然に恵まれ，京都市が次世代に残したい“京都をつなぐ無形文化遺産”

に選定した「和食の文化」，「花街の文化」，「地蔵盆の文化」が受け継がれ，伝

統産業の職人の技が今でも息づいている。 

このような東山区においては，職人の技が生み出す質の良いものを長く使い，

東山区ならではの豊かな自然や文化を味わいながらゆっくりとした時間を楽し

むことが，東山区の魅力を活かすことにつながるものと考えられる。しかし，

近年そのような価値観やライフスタイルが東山区においても持ち続けられにく

くなってきていることや，他方でこのような時代・社会だからこそ東山区にお

けるそのような価値観やライフスタイルを大事にすべきであるという声も聞か

れる。 

以上のことを踏まえて，東山区基本計画の今後の推進に当たり，東山区なら

ではの価値観やライフスタイルのあり方を表現する短いキャッチフレーズを作

成し，それを区内外の多くの人々に向けて発信することにより，東山区の魅力

をアピールする。 

 

３ キャッチフレーズ活用事例案 

○ 市民しんぶん東山区版での常時発信 

○ 東山区ホームページでの常時発信 

○ 東山区が作成する印刷物の表（又は裏）表紙等での発信 

○ 東山区が実施する事業等での発信 


